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町
と
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
パ
イ
プ
役

2

こ
の
た
び
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
町
民
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
支

援
ご
厚
情
を
賜
り
、
引
き
続
き
町
政

の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ

こ
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
改
め
て
私
に
課
せ

ら
れ
た
責
務
の
重
大
さ
を
痛
感
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
多
幸

を
念
じ
「
公
平
と
公
正
」
を
信
条
と

し
、
今
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
「
町
民
が

主
役
」
の
町
政
を
推
進
し
「
真
の
豊

か
さ
」
を
実
現
で
き
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

現
今
、
激
変
す
る
社
会
経
済
環
境

や
地
方
分
権
の
進
む
中
、
住
民
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
に
対
応
し
た
、
地
域
独

自
の
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
不
可

欠
の
要
素
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
、
よ
り
高
い
住
民
福
祉
の
向
上

を
求
め
て
、
第
四
次
総
合
計
画
の
基

本
理
念
の
も
と
、
新
し
い
自
治
体
の

再
構
築
に
向
け
た
施
策
の
実
現
に
全

力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
本
年
は
、
節
減
合
理

「真の豊かさ」を実現できる
地域づくりを

町
長
就
任
あ
い
さ
つ

笠
松
町
長

広
江
正
明

化
の
も
と
各
種
施
策
を
計
画
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
健
康

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
、
循
環

型
社
会
形
成
に
向
け
た
快
適
な
生
活

基
盤
整
備
な
ど
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
み
ど
り
豊
か
な
住
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
笠
松
み
な
と
公
園
の

整
備
推
進
に
併
せ
、
ト
ン
ボ
天
国
や

河
跡
湖
の
再
生
と
ビ
オ
ト
ー
プ
化
を

テ
ー
マ
に
ト
ン
ボ
池
周
辺
整
備
を
図

る
な
ど
、
木
曽
川
を
生
か
し
た
魅
力

あ
る
ふ
る
さ
と
交
流
拠
点
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
町
の
進
む
べ
き
方
向
を
決

め
る
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
「
岐
阜

広
域
合
併
協
議
会
」
に
参
加
し
、
住

み
や
す
い
地
域
づ
く
り
や
、
地
域
の

発
展
が
図
ら
れ
る
よ
う
な
合
併
を
め

ざ
し
、
町
民
の
皆
様
方
と
と
も
に
考

え
、
議
会
と
相
携
え
な
が
ら
誠
心
誠

意
努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
一
層
の
ご
支
援
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
町
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
の
委
嘱
が

六
月
二
日
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、

七
十
九
人
の
皆
さ
ん
に
広
江
町
長
よ

り
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

推
進
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
町
の
ご

み
処
理
の
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
町
と
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
、
ご
み
の
減
量
と
資
源

の
再
利
用
の
推
進
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ま
た
、
会
議
で
は
生
ご
み
処
理
機

と
カ
ラ
ス
対
策
に
つ
い
て
議
論
を
さ

れ
ま
し
た
。

町
と
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
共
催

の
、「
老
人
余
技
作
品
展
」
が
五
月

二
十
八
日
か
ら
三
十
日
の
三
日
間
に

わ
た
り
、
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

会
場
に
は
二
百
二
十
点
余
り
の

書
・
日
本
画
・
水
墨
画
・
油
絵
・
写

真
・
盆
栽
・
ち
ぎ
り
絵
・
版
画
・
手

工
芸
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
る
人
び
と

の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
お

点
前
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
来
場
さ
れ
た

二
百
五
十
人
程
の
皆
さ
ん
に
お
抹
茶

を
披
露
し
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

町
の
ご
み
処
理
の
状
況
に
つ
い
て
熱
心

に
説
明
を
聞
く
推
進
員
の
皆
さ
ん

▲

期
間
中
、
多
く
の
人
が
訪
れ
、
す
ば
ら

し
い
作
品
に
魅
入
っ
て
い
ま
し
た

▲
町
と
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
パ
イ
プ
役

「
春
季
老
人
余
技
作
品
展
」
盛
大
に
開
催

「
春
季
老
人
余
技
作
品
展
」
盛
大
に
開
催

廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
委
嘱
状
交
付

廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
に
委
嘱
状
交
付
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第
二
回

笠
松
町
議
会
定
例
会
開
会

勲
五
等
瑞
宝
章

田

島

勇
さ
ん

田
島
勇
さ
ん（
中
野
）が
高
齢
者

叙
勲（
八
十
八
歳
）の
地
方
自
治
功

労
で
「
勲
五
等
瑞
宝
章
」
を
受
章
、

六
月
十
三
日
役
場
で
広
江
町
長
か

ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

田
島
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
一
年

四
月
笠
松
町
議
会
議
員
に
初
当
選

以
来
、
通
算
四
期
十
六
年
の
長
き

に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
に
尽

力
さ
れ
、
町
の
産
業
の
発
展
、
教

育
、
文
化
、
福
祉
の
向
上
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回
笠
松
町
議
会
定
例
会

が
五
月
二
十
三
日
か
ら
六
月
六

日
ま
で
開
か
れ
次
の
案
件
が
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

・
笠
松
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

所
要
の
規
定
整
備
で
、
一
定
の
株

式
等
の
配
当
等
に
係
る
県
民
税
配

当
割
お
よ
び
源
泉
徴
収
口
座
内
の

株
式
等
譲
渡
所
得
に
係
る
県
民
税

株
式
等
譲
渡
所
得
割
が
創
設
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
町
民
税
の
所
得
割

の
課
税
標
準
の
見
直
し
の
ほ
か
、

固
定
資
産
税
で
は
商
業
地
等
の
宅

地
に
係
る
上
限
据
え
置
き
を
は
じ

め
負
担
調
整
の
見
直
し
、
町
た
ば

こ
税
で
は
税
率
引
き
上
げ
な
ど
を

実
施
す
る
も
の
。

・
笠
松
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う

所
要
の
規
定
整
備
で
、
介
護
納
付

金
限
度
額
の
引
き
上
げ（
七
万
円

→

八
万
円
）の
ほ
か
用
語
の
整
理

を
実
施
す
る
も
の
。

・
平
成
十
四
年
度
笠
松
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算

未
収
消
費
税
還
付
金
の
増
な
ど

に
伴
う
八
百
四
十
万
九
千
円
の
増

額
補
正

・
岐
阜
地
域
広
域
市
町
村
圏
協
議
会

規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約

（
二
件
）

・
証
明
書
の
交
付
等
の
事
務
委
託
の

廃
止
に
関
す
る
協
議

・
証
明
書
の
交
付
等
の
事
務
委
託
に

関
す
る
規
約

・
岐
阜
県
市
町
村
会
館
を
組
織
す
る

市
町
村
数
の
増
減
に
関
す
る
協
議

・
岐
阜
地
域
肢
体
不
自
由
児
母
子
通

園
施
設
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正

す
る
規
約（
二
件
）

岐
阜
地
域
広
域
市
町
村
圏
協
議

会
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約

か
ら
前
述
の
規
約
ま
で
は
、
本
巣

郡
穂
積
町
お
よ
び
同
郡
巣
南
町
が

合
併
し
、瑞
穂
市
と
な
っ
た
こ
と

に
伴
う
、
協
議
会
、
組
合
の
市
町

村
数
の
増
減
お
よ
び
事
務
委
託
の

更
新
に
関
す
る
協
議

▽
羽
島
郡
四
町
教
育
委
員
会
委
員
の

選
任
同
意
に
つ
い
て

七
月
二
十
四
日
に
任
期
満
了
と

な
る
久
納
千
晶
氏
の
後
任
委
員
と

し
て
記
野
世
寧
氏（
司
町
五
番
地
）

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

九
月
三
十
日
に
任
期
満
了
と
な

る
齋
藤
好
子
氏（
中
川
町
二
〇
番

地
）、
後
藤
稔
氏
（
北
及
一
一
八

三
番
地
）、
お
よ
び
杉
原
貴
子
氏

（
中
野
二
五
六
番
地
）の
三
氏
を
引

▽
笠
松
町
特
別
土
地
保
有
税
審
議
会

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
笠
松
町
特
別
土
地
保
有
税
審

議
会
を
廃
止
す
る
も
の
。

▽
笠
松
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損

害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
当
町
消
防
団

員
等
に
係
る
公
務
災
害
補
償
に
関

し
て
同
様
な
措
置
を
講
ず
る
も

の
。

▽
笠
松
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る

退
職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て消

防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等

責
任
共
済
に
関
す
る
法
律
施
行
令

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
こ
れ
に
準

じ
て
退
職
報
償
金
を
引
き
上
げ
る

も
の
。

▽
補
正
予
算

・
平
成
十
五
年
度
笠
松
町
一
般
会
計

補
正
予
算

・
平
成
十
五
年
度
笠
松
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
十
五
年
度
笠
松
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
十
五
年
度
笠
松
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

・
平
成
十
五
年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算

各
会
計
補
正
予
算
は
、
四
月
の

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
補
正

が
主
な
内
容
で
、
一
般
会
計
に
つ

い
て
は
百
九
十
四
万
九
千
円
の
減

額
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は

二
百
七
十
五
万
円
の
増
額
、
介
護

保
険
特
別
会
計
は
八
百
三
十
二
万

五
千
円
の
減
額
、
下
水
道
事
業
特

別
会
計
は
一
千
四
十
三
万
八
千
円

の
増
額
、
水
道
事
業
会
計
は
四
十

万
九
千
円
の
増
額
で
、
各
会
計
合

計
で
三
百
三
十
二
万
三
千
円
を
増

額
補
正
す
る
も
の
。

な
お
、
こ
の
ほ
か
議
会
で
指
定
さ

れ
た
事
項
に
関
す
る
専
決
処
分
お
よ

び
平
成
十
四
年
度
の
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
二
十
八
日
、
松
原
他
人
さ
ん（
北
及
）か
ら
水
墨
画
五
点
の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

寄 附 き
続
き
委
員
候
補
者
と
し
て
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▽
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て
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岐
阜
広
域
合
併
協
議
会
会
議
運
営
に

つ
い
て

・
議
事
は
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
進

め
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

・
協
議
会
の
会
議
は
公
開
と
す
る
。

岐
阜
広
域
合
併
協
議
会
小
委
員
会
規

程
制
定
に
つ
い
て

議
員
の
特
例
に
関
す
る
小
委
員

会
お
よ
び
新
市
建
設
計
画
策
定
小

委
員
会
を
設
置
し
、
協
議
会
か
ら

付
託
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
の
調

査
・
審
議
な
ど
を
行
う
。

合
併
の
方
式
に
つ
い
て

岐
阜
市
に
編
入
す
る
編
入
合
併

と
す
る
。
た
だ
し
、
各
市
町
の
ま

ち
づ
く
り
の
歩
み
を
尊
重
し
、
そ

の
文
化
や
伝
統
を
守
り
、
地
域
の

個
性
を
担
保
す
る
、
限
り
な
く
新

設
に
近
い
合
併
と
な
る
よ
う
配
慮

す
る
。

合
併
の
期
日
に
つ
い
て

合
併
の
期
日
は
、
平
成
十
七
年

三
月
ま
で
と
す
る
。

新
市
の
名
称
に
つ
い
て

協
議
会
で
協
議
の
う
え
速
や
か

に
決
定
す
る
。

新
市
の
事
務
所
の
位
置
に
つ
い
て

当
面
、
現
在
の
岐
阜
市
役
所
と

す
る
。
た
だ
し
、
将
来
新
庁
舎
を

建
設
す
る
と
き
は
、
ま
ち
づ
く
り

や
交
通
ア
ク
セ
ス
を
総
合
的
に
考

慮
し
位
置
を
検
討
す
る
。

新
市
建
設
計
画
の
原
案
策
定
方
針
に

つ
い
て

計
画
策
定
の
指
針

・
地
域
格
差
を
是
正
し
て
新
市
の

速
や
か
な
一
体
性
を
促
進
す
る
。

・
個
性
と
多
様
性
に
富
ん
だ
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
住

民
福
祉
の
向
上
と
地
域
の
発
展

を
図
る
具
体
的
な
施
策
の
方
向

を
示
す
。

計
画
内
容

・
平
成
十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十

六
年
度
ま
で
ま
ち
づ
く
り
計
画

と
財
政
計
画
を
中
心
と
し
て
策

定
す
る
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て

新
市
建
設
計
画
を
作
成
す
る
た

め
に
、
日
常
の
行
動
範
囲
・
地
域

の
現
状
の
評
価
・
新
市
の
将
来
像

を
調
査
す
る
「
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
す
る
。

※
詳
し
く
は
今
月
号
の
広
報
紙
と
と

も
に
お
届
け
し
た
「
岐
阜
広
域
合
併

協
議
会
だ
よ
り
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

岐
阜
広
域
合
併
協
議
会
で
は
合

併
後
は
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
の
か
、
ど
の
よ
う
な
事

業
を
展
開
し
て
い
く
の
か
と
い
っ

た
、
新
し
い
ま
ち
の
将
来
構
想
を

作
成
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
は
、
同
協
議
会
を
構
成
す
る
各

市
町
の
十
八
歳
以
上
の
住
民
の
か

た
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。
笠
松

町
で
は
、
一
、八
〇
〇
人
の
か
た

が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
が
お
手
元
に
届
い
た

か
た
は
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
協
力
を
!!

第 2回岐阜広域合併協議会が 5月29日に岐阜商工会議所で開催されました。

今回の協議会では、合併の基本 4項目（合併の方式・合併の期日・新市の名称・新市の事務所の位置）

をはじめとする8件の議案について審議し、7件について原案どおり承認され、「新市の名称について」

は次の協議会で継続して審議を行っていくこととなりました。

第 2回岐阜広域合併協議会が 5月29日に岐阜商工会議所で開催されました。

今回の協議会では、合併の基本 4項目（合併の方式・合併の期日・新市の名称・新市の事務所の位置）

をはじめとする8件の議案について審議し、7件について原案どおり承認され、「新市の名称について」

は次の協議会で継続して審議を行っていくこととなりました。

第2回 岐阜広域合併協議会開催第2回 岐阜広域合併協議会開催
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市町村合併の方式には、編入合併と新設合併の2つの方法があり、今回の合併協議会では、「岐阜市に

編入する編入合併」とすることが承認されました。

編入合併の場合とはどのような合併の方式なのでしょうか？

岐阜広域合併協議会

合併の方式
各市町（笠松町・羽島市・柳津町・北方町・岐南町）のまちづくりの歩みを尊重し、その文

化や伝統を守り、地域の個性を担保する、限りなく新設に近い岐阜市への編入合併とするこ
ととなりました。

新市の名称
編入する市の名称とすることが多いが、新たに制定することもできます。今後、協議のう

え速やかに決定することとなりました。

事務所の位置

当面は、現在の岐阜市役所とするが、将来、新庁舎を建てるときはまちづくりや交通アク
セスなどを総合的に考慮し、事務所の位置を検討することとなりました。
また、各市町の既存の役場（市役所）などを分庁舎機能として活用し、住民の利便を図り、
地域性を守るための方法が協議会で考えられています。

市町村建設計画

市町村建設計画は、合併後のおおむね10カ年のまちづくり計画と財政計画を中心とした新
市のマスタープランで、この計画は、地域格差を是正して新市の速やかな一体性を促進する
とともに、地域の伝統文化を継承するなど個性と多様性に富んだまちづくりを推進するため、
住民福祉の向上と地域の発展を図る具体的な施策を示すこととなります。

条例・規則
編入する市の条例・規則などを適用することとなり、合併に伴い各種事務事業の調整方針

と関係する条例・規則などについては、その調整を踏まえて整理することとなります。

特別職の職員
編入する市の特別職の職員はそのまま在任し、編入される市町の特別職は失職することと

なります。

各種委員会の委員
編入する市の教育委員会、選挙管理委員会、監査委員などの委員はそのまま在任し、編入

される市町の委員は失職することとなります。

議会の議員

原則は編入される市町の全議員が失職することとなりますが、編入合併の場合は、編入さ
れた区域から適正に代表を選出し、当該区域の住民の意見を新市の行政に反映させるための
特例制度が認められます。
特例の選択肢は次の4つの選択肢があり、協議会ではこれらの特例の適用の有無を含め、

慎重に検討するために、「議員の特例等に関する小委員会」を設置し、調査・審議などを行
い決定します。

《定数特例》
編入された旧市町の区域で選挙区を設けて、その区域ごとに定数を決め増加することがで

きます。

《定数特例を2回実施》
編入先の市の2回目の選挙まで、編入された旧市町の区域で選挙区を設けて、その区域ご

とに定数を決め増加することができます。

《在任特例》
編入された旧市町の議員は、編入先の市の最初の選挙までその議員となることができます。

《在任特例と定数特例》
編入された旧市町の議員は、編入先の市の最初の選挙までその議員となることができます。
さらに最初の選挙の際、編入された旧市町の区域で選挙区を設けて、その区域ごとに定数を
決め増加することができます。

※注）編入される市町から増加することのできる議員数の算出の方法

岐阜広域合併協議会では、ホームページ

を開設しています。

ホームページでは、会議録や各市町の財

政や負担とサービスの現況が紹介されてい

ます。

http://www.city.gifu.gifu.jp/g-gappei/

編入する市の議員定数×（編入される市町の人口）÷（編入する市の人口）
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羽
島
口
腔
保
健
協
議
会
主
催
の

「
ふ
れ
あ
い
歯
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
六
月
八
日
、
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
フ
ッ
素
塗
布
、
歯
の
相

談
、
虫
歯
予
防
の
講
演
や
人
形
劇
な

ど
が
行
わ
れ
、
親
子
連
れ
ら
約
九
百

人
が
訪
れ
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
、「
歯
の
健
康

優
良
児
」
な
ど
の
表
彰
も
行
わ
れ
、

次
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
関
係
分

（
敬
称
略
）

歯
の
健
康
優
良
児
部
門

【
優
秀
賞
】

・
笠
松
小
学
校

永
田
智
也（
門
前
町
）、
花
倉
美
香

（
東
宮
町
）、
伊
藤
祐
一（
下
柳
川

町
）、
大
倉
た
か
ら（
西
金
池
町
）

・
松
枝
小
学
校

櫻
井
友
考（
長
池
）、
後
藤
彩
矢
奈

（
北
及
）、
高
松
良
輔（
田
代
）、
栗

田
恵
莉
子（
北
及
）

・
下
羽
栗
小
学
校

松
原
弘
旭（
江
川
）、
森
勇
貴（
米

野
）、
岩
田
真
里（
円
城
寺
）、
割

山
晃
江（
中
野
）

歯
の
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門

【
優
秀
賞
】

・
笠
松
小
学
校

松
原
有
里
（
奈
良
町
）、
山
崎
く

る
美
（
美
笠
通
三
丁
目
）、
葛
谷

真
由
子（
西
金
池
町
）

・
松
枝
小
学
校

道
家
愛
実（
門
間
）、宮
田
有
理（
北

及
）、
宮
川
翔
太（
北
及
）

・
下
羽
栗
小
学
校

田
中
亜
美（
無
動
寺
）、
森
俊
貴

（
米
野
）、
六
鹿
あ
か
ね（
円
城
寺
）

高
齢
者
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
部
門

【
優
秀
賞
】

大
神
静
子（
円
城
寺
）、
河
田
俊
一

（
中
新
町
）、鳥
谷
天
洋
美（
長
池
）、

田
島
こ
の（
無
動
寺
）

【
奨
励
賞
】

奥
田
茂
子（
門
間
）、
若
山
ハ
ツ
ミ

（
門
間
）、
荒
尾
吉
徳（
田
代
）、
犬

飼
富
子（
上
新
町
）、
田
中
悦
治

（
江
川
）、塩
原
む
つ
き（
無
動
寺
）、

松
原
峯
子（
無
動
寺
）、
大
萱
き
く

子（
松
栄
町
）

ふ
れ
あ
い

の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

歯

テニス
（一般男子の部）
優　勝 松枝塾
3 位 ミンクステニスクラブA
（一般女子の部）
準優勝 ミンクステニスクラブA
（壮年の部）
準優勝 ミンクステニスクラブB
3 位 笠松テニスクラブ
卓　球
（団体男子の部）
準優勝 笠松クラブ
（団体女子の部）
優　勝 笠松クラブ
（個人男子の部）
準優勝 藤山　吉章
（個人女子の部）
優　勝 大前　登子
ハンドボール
（一般男子の部）
優　勝 笠松クラブ
（一般女子の部）
優　勝 笠松クラブ
グラウンド・ゴルフ
優　勝 近藤　益夫
準優勝 千原征四郎
3 位 六鹿　喜之
ゲートボール
優　勝 円城寺
サッカー
準優勝 ドルフィンFC

5 月25日（日）
多目的広場ほか（敬称略）

当町関係分

バレーボール
（一般男子の部）
優　勝 笠松クラブ
（一般女子の部）
優　勝 LEES  CLUB
（家庭婦人の部）
3 位 笠松金曜クラブ
軟式野球
優　勝 オスカー

バスケットボール
優　勝 笠松クラブ
ソフトテニス
（団体男子の部）
優　勝 笠松A
準優勝 笠松D
（ダブルスの部）
優　勝 松原直美・浅川梨香組
3 位 服部幹男・服部哲斉組
〃 陣内　純・金森道広組

▼
▼

5 月18日（日）
トンボ天国芝広場（敬称略）
一般男子の部

優　勝 高橋三千雄
準優勝 杉山　雅郁
3 位 堀　省一郎
一般女子の部

優　勝 古川　栄子
準優勝 高橋かず枝
3 位 勅使川原久貴子
シニア男子の部

優　勝 藤井　義弘
準優勝 甲斐　福一
3 位 田中　悦治
シニア女子の部

優　勝 小川　　幸
準優勝 森　美智江

町民ターゲット・バードゴルフ大会

▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

スポーツ

レクリエ
ーション

羽 島 郡 総 合 体 育 大 会



お
ぼ
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た
ら
…

松
枝
小
学
校
水
難
救
助
法
講
習
会

7

「
お
ぼ
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た

ら
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
？
適

切
な
救
助
・
応
急
手
当
が
で
き
ま
す

か
？
」

六
月
五
日
、
松
枝
小
学
校
体
育
館

で
羽
島
郡
広
域
連
合
西
消
防
署
職
員

の
指
導
の
も
と
、
水
難
救
助
法
講
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

夏
休
み
を
前
に
プ
ー
ル
な
ど
で
万
が

一
、
水
の
事
故
が
起
き
た
場
合
に
備

え
行
わ
れ
た
も
の
で
、
同
校
の
四
〜

六
年
生
の
保
護
者
四
十
八
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

消
防
署
職
員
に
よ
る
救
助
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ま
た
、
大
人

と
幼
児
の
心
肺
蘇
生
の
違
い
に
つ
い

て
な
ど
の
説
明
の
後
、
保
護
者
同
士

で
の
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人
形
を

使
っ
て
の
人
工
呼
吸
の
実
技
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

参
加
し
た
保
護
者
は
、「
実
際
に

人
の
体
に
触
れ
て
の
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
、〝
い

ざ
〞
と
い
う
時
、
き
っ
と
役
立
つ
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
場
面
に
遭
遇

し
て
も
慌
て
ず
対
応
で
き
た
ら
…
と

思
い
ま
し
た
」
と
講
習
会
に
参
加
し

た
感
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

お
ぼ
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た
ら
…

松
枝
小
学
校
水
難
救
助
法
講
習
会

6 月 8 日（日）

Aブロック
優　勝 笠松P.A
Bブロック
優　勝 武藤チーム
Cブロック
優　勝 エンちゃんチーム
Dブロック
優　勝 睦チームC
Eブロック
優　勝 睦チームB
Fブロック
優　勝 横井チーム
Gブロック
優　勝 笠松P.D

6 月15日（日）
町民体育館
混成の部
優　勝 田代西チーム
女子の部
優　勝 南栄町Bチーム
準優勝 笠松刑務所チーム
3 位 北及第１チーム

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼

6月15日（日）
町民体育館剣道場（敬称略）
一般・高校の部
優　勝 高木　　良
準優勝 諸冨　朝哉
3 位 浦山　和由
中学生男子の部
優　勝 加藤　工貴
準優勝 栗本　陽介
3 位 松原　　寿
〃 中村　洋介
中学生女子の部
優　勝 竹田　花織
準優勝 中島美加子
3 位 肥後　綾乃
〃 田中みゆき
小学生高学年の部
優　勝 寺嶋清詞朗
準優勝 森　　敦史
3 位 加藤　綾悟
〃 実藤　大我
小学生低学年の部
優　勝 下島　健司
準優勝 河合　研人
3 位 木島　常並
〃 木島　麻並

▼
▼

▼
▼

▼

6月15日（日）

優　勝 郷　　　進（新町）
準優勝 武藤　順夫（門間）
3 位 田中　宗治（門間）
4 位 六鹿　喜之（円城寺）
5 位 森　　敏朗（米野）
6 位 野田　澄子（松栄町）

町民ペタンク大会町民剣道大会

町民グラウンド・ゴルフ大会
町民ソフトバレーボール大会

▲「1、2、3、4、5・・・」声を出しながら心臓マッサージに取
り組む参加者。見た目以上に大変な心臓マッサージに参
加者は額に汗をにじませていました

スポーツ

レクリエ
ーション

笠松中学校運動場

笠松中学校運動場（敬称略）
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①
地
域
ぐ
る
み
で
、
子
ど
も
と
高
齢

者
を
交
通
事
故
か
ら
守
る

●

車
を
運
転
す
る
か
た
は
、
子
ど
も

や
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
徐
行
す

る
な
ど「
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
」

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

●

自
転
車
に
は
反
射
材
を
付
け
、
夜

間
は
ラ
イ
ト
を
必
ず
点
灯
し
ま
し

ょ
う
。

●

夜
間
の
外
出
に
は
、
明
る
い
服
装

で
反
射
材
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
。 運

動

の

重

点
②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
で
大
切
な
命
を
守
る

●

運
転
者
・
同
乗
者
は
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
、
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

●

六
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
同
乗

さ
せ
る
と
き
は
、
体
格
に
合
っ
た

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

③
飲
酒
運
転
な
ど
、
悪
質
・
危
険
な

運
転
を
追
放

●

飲
酒
運
転
追
放
三
な
い
運
動

「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら

飲
ま
な
い
、
飲
ま
せ
な
い
」
を
地

域
ぐ
る
み
で
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

堤防は洪水から生命と財産を守り、河川敷は憩い
の場となります。
昨年 1 年間に当事務所が集めたゴミは、ダンプト

ラックに140台を超えます。
家庭ゴミ、粗大ゴミなどの不法投棄、菜園、植樹

などの不法使用は公共
の利用を妨げ、みんな
の迷惑となります。
川のルールを守っ

て、川をきれいに大切
に使いましょう。

―国土交通省　木曽川上流河川事務所―

7月は河川愛護月間

美しい川はみんなの財産です

7 月21日の「海の日」は、海の恩恵に感謝すると
ともに海洋国・日本の繁栄を願う日として、平成8
年から国民の祝日となっています。
また、7 月21日～31日は「海の旬間」です。「海の
日」の意義を広めるとともに、海洋国・日本の発展
のためのキャンペーンを進めています。
未来に向けて、私たちと海との深いかかわりにつ

いての理解をより深めていくことが求められていま
す。また、この美しい海
を子孫に引き継いでいく
ため、地球環境保全の観
点からも、子どもたちへ
の海事思想の普及に努め
ましょう。

―国土交通省―

海 の 日 7月21日
海の旬間 7月21日～31日

～海にひらこう　われらの未来～

の
交
通
安
全
県
民
運
動

夏

・
・

・
・

・
・

・
・
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国民年金は20歳から加入し、60歳ま
での40年間、保険料の納付が必要です
が、所得の減少や失業などで経済的に
保険料の納付が困難な場合には、本人
の申請によって国民年金保険料の納付
を免除する制度があります。
●全額免除制度
1 . 保険料（月額：13,300円）が全額免
除されます。

2 . 免除を承認された期間は、年金を受給するための受給資格期間に算入されますが、老齢基礎年金の額は
全額を納めた場合の 3 分の 1 の計算になります。

●半額免除制度
1 . 保険料の半額（月額：6,650円）が免除され、半額（月額：6,650円）を納めます。
2 . 半額免除を承認された期間は、年金を受給するための受給資格期間に算入されますが、老齢基礎年金の
額は全額を納めた場合の3分の2の計算になります。

※半額免除を承認されても、半額の保険料を納めない場合は未納期間となります。

持参するもの…①年金手帳　②印鑑（本人が署名する場合は不要） ③失業などの場合は、雇用保険の「雇
用保険受給資格者証」または「離職票」の写しなど。

7 月（または、申請した月の前月）から翌年 6 月までになりますので、7 月から免除を希望する場合は、8 月
末までに申請してください。
なお、6 月まで承認を受けているかたで引き続き7月から免除を希望する場合は、8 月末までに申請が必要

になります。 ※保険料の免除の申請を受けるためには、毎年申請が必要です。

申請の手続きは役場国民年金担当窓口で

承　認　期　間　は

［問合
先］

岐阜南
社会保

険事務
所

273・6
161

国民年金保険料
免除と未納はどう違う？

夏
の
夜
の
風
物
詩
と
し
て
欠

か
せ
な
い
花
火
。
様
々
に
変
化

す
る
炎
と
光
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

も
原
料
は
火
薬
で
す
。
間
違
っ

た
使
い
方
に
よ
る
事
故
は
避
け

た
い
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
家
庭
で
花
火
を
安

全
に
楽
し
む
た
め
に
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○

使
用
上
の
注
意
を
よ
く
読
み

守
り
ま
し
ょ
う
。

○

水
を
入
れ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意

し
ま
し
ょ
う
。

○

必
ず
大
人
が
付
き
添
い
ま
し

ょ
う
。

○

途
中
で
火
が
消
え
た
と
思
っ

て
も
絶
対
、
筒
の
中
を
の
ぞ

か
な
い
。

○

人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え

や
す
い
物
の
そ
ば
で
は
し
な

い
。
火
事
の
原
因
と
な
る
場

消防署
夏のよき思い出

「花火」

羽島郡広域連合 388・1195

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
衣

服
に
火
の
粉
が
飛
び
、
大
事

故
に
な
っ
た
例
も
あ
り
ま

す
。

最
後
に
、
我
々
に
と
っ
て
も

人
事
で
は
な
い
、
ま
だ
記
憶
に

以
上
の
こ
と
に
気
を
付
け
、

こ
の
夏
の
よ
き
思
い
出
と
な
る

よ
う
、
花
火
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

◆免除と未納はこんなに違う！

免　　除 未　　納

年金を受けるための
資格期間になります。

年金を受け取るため
の資格期間は？

受け取る年金額は？

後から保険料は納め
られるの？

年金を受けるための資
格期間に入りません。

年金額には反映され
ません。

2年過ぎると納めら
れません。

納めたときの3分の1（半
額免除の場合は、3分の
2）が受けられます。

10年前の分までさかの
ぼって納められます。

新
し
い
兵
庫
県
明
石
市
で
起
き

た
花
火
大
会
で
の
将
棋
倒
し
事

故
。
見
物
客
一
〇
人
が
亡
く
な

り
、
一
〇
〇
人
以
上
の
負
傷
者

が
で
ま
し
た
。防
ぐ
た
め
に
は
、

適
切
な
判
断
、
ゆ
と
り
の
心
が

大
切
で
す
。
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お
菓
子
作
り
大
好
き
！
計
量
は
苦
手
だ
け
ど

試
食
は
ま
か
せ
て
！
そ
ん
な
仲
間
の
に
ぎ
や
か

サ
ー
ク
ル
で
す
。

4
月
22
日
は
「
マ
ド
レ
ー
ヌ
」、「
ミ
ル
ク
く
ず

も
ち
」、「
じ
ゃ
が
い
も
き
ん
ぴ
ら
明
太
味
」、「
筍

炊
き
こ
み
ご
は
ん
」
な
ど
、
お
菓
子
だ
け
で
な
く
、

旬
の
野
菜
を
取
り
入
れ
た
献
立
に
も
挑
戦
し
ま
し

た
。
形
は
少
々
悪
く
て
も
「
手
作
り
」
は
最
高
で

す
。今

後
も
手
軽
に
作
れ
、
味
・
栄
養
・
予
算
も
二

重
丸
の
欲
張
り
レ
シ
ピ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

〔
活
動
日
〕
毎
月
1
回
不
定
期

午
後
2
時
〜
5
時

〔
場

所
〕
中
央
公
民
館

〔
連
絡
先
〕
上
新
町

宇
野
よ
し
の

宅

（

3
8
8
・
1
9
3
0
）

楽しくクッキング! !
ショコラクラブ

（
作
り
方
）

①
玉
ね
ぎ
・
ニ
ン
ジ
ン
・
ピ
ー
マ

ン
は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

②
レ
ー
ズ
ン
は
、
湯
で
も
ど
し
て

か
ら
、
細
か
く
切
る
。
大
豆
水

煮
も
細
か
く
切
る
。

③
熱
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
、
サ
ラ

ダ
油
を
し
き
、
に
ん
に
く
・
生

姜
・
合
び
き
肉
を
よ
く
炒
め
、

①
と
②
に
ホ
ー
ル
コ
ー
ン
を
加

え
て
炒
め
る
。

④
調
味
料
を
入
れ
、
汁
気
が
な
く

な
る
ま
で
煮
る
。

・合びき肉…………… 100g

・玉ねぎ……………… 150g

・ニンジン …………… 50g

・ピーマン …………… 20g

・レーズン …………… 10g

・ホールコーン缶………20g

・大豆水煮（なくてもよい）

…………40g

・おろし生姜 ………… 少々

・おろしにんにく …… 少々

・ケチャップ …… 大さじ2

・醤油 ………… 大さじ1/2

・ソース ……… 大さじ1/2

・カレー粉 …… 大さじ1/2

・コンソメ ……………… 4g

・サラダ油 …………… 少々

4人分材　料

ドライカレー

な

ま

か

N
A
K
A
M
A

BOOK

現代の不妊治療が生んだ功罪を練った
構想で描いたミステリー。突然心中した
妹夫婦の謎を解く過程で明らかになる衝
撃の事実。その真相は、主人公に一層悲
しみを与えるものだった。妹の辛い思い
を乗り越えてこの世に生を受けた無邪気
な忘れ形見をも巻き込んで最後まで気を
抜けない作品。

血
の
鎖

著
者

結
城
五
郎

発
行

角
川
春
樹
事
務
所

BOOK

おとなりに住む盲学校の先生で、目の
見えないルミさんの出産に立ち合ったエ
リちゃん。「いのちは見えるよ」という
ルミさんの言葉をママやパパとも話し合
いながら考え続けます。やがて、クラス
のみんなは、ルミさんの話を聞き、赤ち
ゃんを抱っこさせてもらいます。
「いのち」について考え、話し合える
長編絵本。

い
の
ち
は
見
え
る

著
者

及
川
和
男

発
行

岩
崎
書
店

老人が遺した自作の詩集。その中の一
篇に、ある秘密の言葉が隠されているこ
とに気付いた。
エミリーを取り巻く家族は次々と現わ
れる謎を解くことに夢中になっていっ
た。彼らが最後に手にするものは…？今
年度課題図書。

エ
ミ
リ
ー
へ
の
手
紙

著
者

キ
ャ
ム
ロ
ン
・
ラ
イ
ト

発
行

日
本
放
送
出
版
協
会

中央公民館・松枝公民館・総合会館の図書室には、毎週新しい本が入ってきます。
新着本は、ホームページの蔵書検索からご覧いただけます。

ド
ラ
イ
カ
レ
ー
は
、
そ
の
名
の

と
お
り
汁
気
の
少
な
い
カ
レ
ー
で

す
。
ち
ょ
う
ど
、
カ
レ
ー
パ
ン
の

具
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

ピ
ー
マ
ン
や
レ
ー
ズ
ン
の
き
ら

い
な
人
で
も
、
細
か
く
刻
ま
れ
て

入
っ
て
い
る
の
で
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
蒸
し
暑
く
な
っ
て
、

食
欲
が
な
い
時
で
も
、
こ
れ
な
ら

食
べ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ご
は
ん
に
か
け
て
食
べ
た

り
、
ナ
ン
と
い
っ
し
ょ
に
食
べ
た

り
、
パ
ン
に
は
さ
ん
だ
り
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
食
べ
方
が
で
き
ま

す
。
ご
家
庭
で
も
是
非
お
試
し
く

だ
さ
い
。
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子
ど
も
た
ち
が
皆
、
固
唾
を
の
ん

で
見
守
り
ま
す
。
素
早
い
手
つ
き
で

な
め
ら
か
に
、
り
ん
ご
の
皮
が
む
か

れ
て
い
き
ま
す
。「
わ
あ
。」「
ふ
う

む
。」
教
室
い
っ
ぱ
い
に
自
然
と
拍

手
の
渦
が
沸
い
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
校
六
年
生
の
総
合
的

な
学
習
の
時
間「
ま
つ
っ
子
タ
イ
ム
」

の
学
習
で
の
様
子
で
す
。
本
校
六
年

生
は
、
ま
つ
っ
子
タ
イ
ム
で
福
祉
を

柱
に
、『
思
い
や
り
の
あ
る
住
み
よ

い
松
枝
』
を
テ
ー
マ
に
学
習
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
学
習
課
題

を
設
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
願
い
し
、

第
一
回
の
障
害
者
と
の
交
流
の
時
間

を
も
ち
ま
し
た
。
視
覚
障
害
を
も
つ

笠松町道徳教育連絡会議

教育委員会だより

教育電話相談

〜
悩
ん
だ
ら
気
楽
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
〜

郡
四
町
教
育
委
員
会

2
4
5
・
1
1
3
3

『
荷
物
は
い
っ
ぱ
い
持
つ
と
大

変
だ
け
ど
、「
身
に
つ
け
た
こ
と
」

は
ど
ん
だ
け
あ
っ
て
も
重
た
く
な

い
で
、
が
ん
ば
り
ゃ
あ
よ
』
と
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
よ
く
言
っ
て
い
ま

し
た
。

「
身
に
つ
く
」
と
い
う
こ
と
は
、

『
確
か
に
自
分
の
力
に
な
っ
て
い

て
、
い
つ
で
も
引
き
出
し
て
使
え

る
知
恵
や
知
識
、
技
術
や
能
力
に

な
っ
て
い
る
』
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

近
年
「
体
験
活
動
」
の
重
要
性

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま

す
。「
確
か
な
学
力
」、「
生
き
る

力
」
の
育
成
に
は
、「
体
験
活
動

が
有
効
だ
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

ど
う
し
て
な
の
で
し
ょ
う
。

・
失
敗
―
工
夫
―
成
功
の
繰
り
返

し
が
あ
る

・
理
論
と
実
際
の
違
い
が
体
感
で

き
る

・
五
感
全
て
が
使
え
る

・
自
分
が
や
ら
な
け
れ
ば
で
き
な
い

・
不
安
、
不
足
、
不
便
、
不
測
な

ど
の
状
況
を
乗
り
越
え
る
工
夫

が
必
要
に
な
る

な
ど
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

つ
ま
ず
い
て
、
自
分
で
考
え
て
、

工
夫
し
て
、
汗
を
流
し
て
解
決
す

る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
切
り
開
い
て
い
く
力
が

「
身
に
つ
く
」
の
で
す
。

さ
て
、
体
験
活
動
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
に
気
を
付
け
て
、
活
動
さ
せ

た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

・「
目
を
離
す
な
、
手

を
離
せ
」

・
教
え
る
こ
と
、
任
せ

る
こ
と
、
考
え
さ
せ

る
こ
と
を
は
っ
き
り

さ
せ
る

・
一
人
ひ
と
り
が
責
任

を
持
つ
場
、
内
容
、

時
間
を
作
る

・
仲
間
と
協
力
す
る
場

を
設
定
す
る

・
安
全
確
認
は
十
分
行

い
、
緊
急
対
応
体

制
を
明
確
に
す
る

な
ど
に
配
慮
し
、
で
き

る
だ
け「
丸
ご
と
の
体
験
」を
さ
せ

て
鍛
え
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

体
験
が
い
っ
ぱ
い
で
き
る
「
夏

休
み
」
が
も
う
目
の
前
で
す
。
子

ど
も
た
ち
に
い
っ
ぱ
い
体
験
を
さ

せ
て
、
見
届
け
、
変
容
ぶ
り
を
ほ

め
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

視
覚
障
害
の
か
た
か
ら
学
ぶ

か
た
に
、
日
常
生
活
に
お
け
る
様
々

な
疑
問
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。「
毎

日
の
食
事
、
特
に
お
料
理
は
ど
う
し

て
い
ま
す
か
？
」
の
子
ど
も
た
ち
の

問
い
に
、
り
ん
ご
の
皮
む
き
を
子
ど

も
た
ち
の
前
で
披
露
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。「
僕
、
や
っ
た
こ
と
な
い
」

と
い
う
男
子
の
声
。
子
ど
も
た
ち
の

ほ
と
ん
ど
は
、「
視
力
が
な
い
か
ら

当
然
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
意

識
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、

ナ
イ
フ
を
手
に
取
り
、
流
ち
ょ
う
に

り
ん
ご
の
皮
を
む
く
視
覚
障
害
の
か

た
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
少
し

意
識
が
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

特
に
こ
の
障
害
の
か
た
は
、
不
慮
の

事
故
で
、
突
然
に
視
力
を
失
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

「
視
力
が
は
っ
き
り

と
あ
る
時
に
、
こ
う

し
た
経
験
を
積
ん
で

い
た
の
で
、
自
分
の

手
の
感
覚
で
切
っ
て

い
き
ま
す
。
自
分
の

手
が
記
憶
を
し
て
い

ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
体
験
や

経
験
の
大
切
さ
を
身

を
も
っ
て
感
じ
ま
し

た
。

こ
の
学
習
を
終
え
て
か
ら
、
子
ど

も
た
ち
は
、
給
食
の
時
間
に
目
を
閉

じ
て
食
事
を
し
て
み
た
り
、
後
片
付

け
を
し
て
み
た
り
と
、
自
ら
視
覚
障

害
の
か
た
の
生
活
に
近
づ
く
よ
う
な

こ
と
を
試
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
視
覚
障
害
の
か
た
と
の
出
会

い
で
、
子
ど
も
た
ち
は
次
の
よ
う
な

思
い
を
も
ち
ま
し
た
。

○
高
島
さ
ん
は
、と
て
も
明
る
く
て
、

私
だ
っ
た
ら
、
と
う
て
い
で
き
な

い
な
と
思
う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
目
の
見
え
な
い
人
へ

の
印
象
が
変
わ
り
ま
し
た
。

○
視
力
が
悪
い
分
、
人
一
倍
手
先
が

器
用
な
ん
だ
な
あ
。
僕
が
目
が
見

え
な
く
な
っ
た
ら
パ
ニ
ッ
ク
を
起

こ
し
そ
う
だ
。

○
目
が
見
え
な
く
な
っ
て
、
失
っ
た

も
の
よ
り
得
た
も
の
の
方
が
多
い

な
ん
て
、
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

六
年
生
の
ま
つ
っ
子
た
ち
が
、
こ

の
学
習
を
通
し
て
、「
障
害
を
も
っ

た
人
た
ち
に
何
か
を
し
て
あ
げ
る
」

で
は
な
く
、
互
い
に
個
性
を
も
つ
人

と
い
う
認
識
で
、
共
に
生
き
る
と
い

う
見
方
や
考
え
方
が
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

松
枝
小
学
校

教
頭

井
深

智
子

「身につく」ということ
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「三日里親」募集 福祉健康課

【対象者】養護施設に入所中の児童で、夏期の帰省時にも
帰る家庭のない児童に、家庭の温かさを体験さ
せていただけるかた

【里親をお願いする期間】
8 月 2 日（土）～ 4 日（月）の 3 日間
【申込期限】 7 月10日（木）
【申込先】福祉健康センター内　福祉健康課

町民プールオープン! ! 
7月10日（木） 中央公民館

【開設期間】 7 月10日（木）～ 8 月31日（日）
【開場時間】午前10時～午後 5 時
【休場日】 7 月14日（月）
【入場料】
・高校生以上　200円
・中学生以下　 50円
※60歳以上の町民のかたが
使用される場合は無料

◆お願い
周辺道路には、駐車しないで

ください。

町民ソフトボール大会 町体育協会

【月　日】 8 月17・24・31日（日）
【時　間】午前 9 時30分～
【場　所】米野運動場ほか
【参加資格】町内会単位で構成されたチーム（町内在住の

かた20人以内）で 1 町内 3 チームまで
【申込期限】 7 月23日（水）
【申込先】町体育協会事務局（中央公民館内）
◎組合せ抽選会
【月　日】 8 月 1 日（金）
【時　間】午後 7 時30分～
【場　所】中央公民館集会室

町民ソフトテニス大会 町体育協会

【月　日】 8 月17日（日）
【時　間】午前 9 時～
【場　所】緑地公園内テニスコート
【参加資格】町内に在勤・在住・在クラブのかた
【種　目】①一般男子の部（高校生以上）

②一般女子の部（高校生以上）
③中学生以下男子の部
④中学生以下女子の部

【申込期限】 8 月11日（月）
【申込先】町体育協会事務局（中央公民館内）

子育てサロン「親子で遊ぼう」を開催
子育て支援センター

子育て支援センターでは、皆さんの子育てを少しでもサ
ポートしようと、お子さんとお母さんが遊びを通してふれ
あう場、また、お母さん同士の交流の場として、子育てサ
ロンを開催します。お気軽にご参加ください。
【月　日】 7 月18日（金）
【時　間】午前10時～11時
【場　所】松枝公民館和室
【対象者】 3 歳未満児とその保護者
【問合先】子育て支援センター（第一保育所内）

387・2664

駐車場の案内

運
動
公
園

町
民
プ
ー
ル

N 駐車場

【月　日】 7 月19日（土）

【時　間】午後 7 時30分～

【場　所】中央公民館大ホール

メリー＆猿渡泰幸カルテット

おそろいでお出かけください！（入場無料）
※お子さま連れでも安心してご来場いただけるよう託
児室を設けています。

【問合先】中央公民館　 388・3231

（演奏曲目）

♪キャバレー（CABARET)

♪ハロードリー（HELLO！ DOLLY）

♪ダイアナ（DIANA） ほか

★ボーカル　　　メリー
★サックス　　　白井淳夫
★ピアノ　　　　伊藤昌司
★ウッドベース　北川弘幸
★ドラム　　　　猿渡泰幸

町民
グラウンド

〈お問い合わせは〉
役 場
南 事 務 所

387-6266

388-1111

福 祉
健康センター 388-7171
中央公民館
（町体育協会事務局） 388-3231

松枝公民館
下羽栗会館
総 合 会 館
福 祉 会 館

387-0156
387-2360
387-8432
387-1121
387-5332町社会福祉

協 議 会

北 事 務 所
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運動場・テニスコート（ 8 月分）
【月　日】 7月25日
【時　間】午後 7 時30分～
【場　所】中央公民館

羽島郡広域連合消防職員を募集
羽島郡広域連合消防本部

【採用予定人員】男子職員　若干名
【受験資格】
①第 1 種（大学卒業程度）昭和53年 4 月 2 日から昭和57年
4 月 1 日までに生まれたかた
第 2 種（高校卒業程度）昭和57年 4 月 2 日から昭和61年
4 月 1 日までに生まれたかた

②日本国籍を有するかた
③成年被後見人、被保佐人（準禁治産者を含む）でないこ
とやその他公務員として法律的に欠格事項がないかた

【試験日時・場所・方法】
○第 1 次試験
日時 8 月26日（火）午前 9 時
場所 中央公民館
試験方法 体力・適正試験
日時 9 月21日（日）午前 9 時
場所 県立岐南工業高等学校
試験方法 教養・事務適性検査

○第 2 次試験（第 1 次合格者のみ）
月日 10月下旬予定
場所 羽島郡広域連合
試験方法 口述試験

【採　用】平成16年 4 月 1 日
【申込期間】 7 月 1 日（火）～31日（木）
【申込方法】 7 月 1 日以後、消防本部消防総務課に申込用紙

がありますので、必要事項を記入のうえ提出
してください。

【申込・問合先】羽島郡広域連合総務課
（美笠通3丁目25番地 388・1196）

交通遺児奨学生募集 交通遺児育英会

交通遺児育英会では、交通遺児奨学生を募集しています。
この募集は、保護者などが道路での交通事故で死亡した
り、重い後遺障害で働けないため、経済的理由で修学が困
難な高等学校以上の生徒・学生に奨学金を貸与して、教育
の機会均等を図り、社会有用の人材を育成することを目的
としています。
【問合先】交通遺児育英会　フリーダイヤル0120・521286

社会福祉法人　羽島郡福寿会職員募集
リバーサイド川島園

【職種および採用予定人員】
介護職（ケアワーカー）40人程度
看護職（准看護師を含む）6 人程度

【受験資格】
・介護職A：平成16年 4 月 1 日現在20歳以上25歳までの
かた

・介護職B：平成15年 8 月 1 日現在26歳以上45歳程度ま
でで、介護福祉士または、ホームヘルパー 2 級以上
の有資格者で、特別養護老人ホーム、老人保健施設、
病院のいずれかで勤務経験が2 年以上あるかた

【試験科目等】小論文選考、面接選考、健康診断（試験の日
程および小論文の課題については、お問い
合わせください）

【採用予定年月日】平成16年 7 月 1 日（平成16年 4 月 1 日から 6
月までの 3 カ月間は研修期間とし、期間中は
非常勤職員として、研修手当を支給します）

【勤務先】特別養護老人ホーム「リバーサイド川島園」（平成
7 年 4 月開設）または「リバーサイド笠松園」（田
代地内に平成16年 7 月開設予定）

【応募方法】履歴書（顔写真貼付）左上に「職員募集応募」と
明記し、〒501 - 6025 羽島郡川島町河田町
1348番地「リバーサイド川島園」へ直接申し込
み（郵送可）

【募集期限】 7 月25日（金）（郵送の場合当日消印有効）
【問合先】リバーサイド川島園　 0586・89・5611

交通事故被害者のかたへ
自動車事故対策センター岐阜支所

自動車事故対策センターでは、交通事故被害者に対する
援護として、自動車事故により親を失ったかたや、介護を
必要とする重度後遺障害者を抱えるかたの負担の軽減を図
るために、交通遺児育成資金の貸付や、介護料の支給をし
ています。
【問合先】自動車事故対策センター岐阜支所 263・5128

分別に　妥協許さぬ　目が光る
岐阜県第 5 回「ごみ対策」川柳コンテスト優秀賞作品

（金）

「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
笠
松
園
」の
完
成

予
想
図

▲
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退職されたかたへのじん肺健康診断のお知らせ
岐阜労働局

労働安全衛生規則等の改正により、現在仕事に就いてい
ないかたで、在職中、粉じん作業（トンネル等の掘削・窯
業製造・金属研磨・溶接など）に従事し、じん肺管理区分
が「管理 2 」のかたについても、年に 1 回、国の費用でじ
ん肺健康診断の受診ができるようになりました。
受診するには、粉じん作業に係る健康管理手帳の交付を
受ける必要があります。該当すると思われるかたは、岐阜
労働局（ 245・8103）もしくは、最寄りの労働基準監督署
へご連絡・ご相談ください。

航空自衛隊岐阜基地見学
岐阜基地渉外室

【日時】
・団体（ 5 人以上）平日：午前10時～午後3時
・個人（ 4 人以下）毎週木曜日：午前9時30分～11時30分
【場所】航空自衛隊岐阜基地
【内容】広報資料館、展示機見学など
【申込・問合先】岐阜基地渉外室広報係

0583・82・1101（内線2271）

住宅金融公庫の第2回受付のお知らせ
住宅金融公庫　名古屋支店

住宅金融公庫では、 7 月 2 日（水）～ 9 月 1 日（月）まで第
2 回個人向け融資（マイホーム新築、マンション、建売）
を受付します。なお、リ・ユースやリフォーム融資は、平
成16年 3 月22日まで受付中です。
【問合先】住宅金融公庫名古屋支店　 052・263・2900

放送大学学生募集 放送大学岐阜学習センター

【募集期間】
教養学部・大学院修士科目生
6 月15日（日）～ 8 月31日（日）
大学院修士全科生（平成16年度）
9 月 1 日（月）～16日（火）

【問合先】放送大学岐阜学習センター　 273・9614
http://www.u-air.ac.jp/hp

▼
▼

自衛官等募集 自衛隊岐阜地方連絡部各務原事務所

一般曹候補学生

曹　候　補　士

2等陸・海・空士

航　空　学　生

看 護 学 生（陸）

防衛大学校学生

防衛医科大学校学生

自 衛 隊 生 徒

2年で小部隊の指揮官コース

小部隊の指揮官コース

一般隊員（任期制）

海・空のパイロットコース

国家資格を取得しての看護コース

学士号を取得しての
指揮官コース

医師免許を取得しての医官コース

専門技術者（曹）養成
高卒資格取得

男女

男子

女子

男女

男女

男女

男女

男子

18歳以上24歳未満

18歳以上27歳未満

18歳以上
27歳未満

高卒（見込含む）
21歳未満

高卒（見込含む）
24歳未満

高卒（見込含む）
21歳未満

高卒（見込含む）
21歳未満

中卒（見込含む）
17歳未満

8/4～9/10

年間を通じて実施

8/4～9/10

8/4～9/10

9/12～10/10

推薦
9/5～9
一般

9/12～10/10

9/12～10/10

11/4～1/6

9/20

受付時連絡

9/27

9/23

10/19

9/20～21

11/8～9

11/1～2

1/10

募 　 集 　 種 　 目 受　験　資　格 受 付 期 間 1 次 試 験

【問合先】自衛隊岐阜地方連絡部各務原事務所　 0583・83・5118

サマージャンボ宝くじ発売間近!!

※昨年のサマージャンボ宝くじ
（第444回全国自治宝くじ）の時
効（平成15年 8 月25日（月））が
迫っています。お忘れなく!!

〈お問い合わせは〉
役 場
南 事 務 所

387-6266

388-1111

福 祉
健康センター 388-7171
中央公民館
（町体育協会事務局） 388-3231

松枝公民館
下羽栗会館
総 合 会 館
福 祉 会 館

387-0156
387-2360
387-8432
387-1121
387-5332町社会福祉

協 議 会

北 事 務 所

発売期間　7月14日（月）～8月1日（金）
抽 選 日　8月12日（火）

※中、高卒見込みのかたの受付などについては、お問い合わせください。
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第2回岐阜公園イルミネーション
岐阜公園イルミネーション実行委員会

【期間】 7 月20日（日）～ 8 月30日（土）
【時間】午後 7 時～10時30分
【場所】岐阜公園
【内容】テーマ：地上に降りた星座たち
夏の夜の岐阜公園が星空のきらめきのように輝きます！

サイエンスワールド　夏休みイベント情報
サイエンスワールド

サイエンスワールド（岐阜県先端科学技術センター）で
は、夏休み期間中、様々なイベントを企画しています。
是非お出かけください。

【問合先】サイエンスワールド　 0572・66・1151

新しい会社更生手続をご存じですか？
岐阜地方裁判所

平成8年から倒産法制度の見直し作業が行われています。
その中で、平成14年に会社更生法が改正され、平成15年4
月から改正後の運用が始まりました。この法律が定めてい
る会社更生手続は、経済的に苦しい状況にある株式会社に
ついて、裁判所が選任した管財人の下で、債権者や株主の
権利を変更することなどを定めた更正計画（再建計画）を
作り、それを実行することにより事業の再建を図るもので
す。
今回の改正による新しい会社更生手続では、更正手続開
始の際の要件が緩和されたり、全国どこからでも東京や大
阪の地方裁判所にも申し立てをすることが可能になるな
ど、より一層の手続の迅速化や合理化を図るための配慮が
されています。
会社更生手続についてもっと詳しくお知りになりたいか
たは、下記までお問い合わせください。
【問合先】岐阜地方裁判所事務局総務課　 262・5121

第17回「長良川薪能」開催
（社）岐阜青年会議所

夏の風物詩「長良川薪能」が今年も開催されます。お誘
い合わせのうえ、是非お出かけください。
【月日】 8 月 1 日（金）
【時間】午後 5 時30分～開場

午後 6 時～開演
【場所】岐阜グランドホテル前　長良川河原　特設舞台
【入場料】無料
【演目・演者】
・能　　「養老」 観世銕之丞
・狂言　「鈍太郎」井上祐一
・舞囃子「班女」 観世栄夫
【問合先】（社）岐阜青年会議所　 264・8090

（平日午前9時～正午／午後1時～5時）

6月号記事の訂正
6 月の記事中12ページ「日曜普通救命講習会」で曜日

に誤りがありました。
お詫びして訂正いたします。
（誤）【期日】6・8・10・12・2 月の第 2 土曜日
（正）【期日】6・8・10・12・2 月の第 2 日曜日

検察審査会55周年!! 岐阜検察審査会
検察審査会制度は、検察官が被疑者を裁判にかけなかっ
たことのよしあしを、国民の中からくじで選ばれた11人の
検察審査員が審査する制度です。国民の一般的な良識を検
察官の仕事に反映させ、より良い刑事司法を実現するため、
検察審査会法により設けられたこの制度は、本年 7 月12日
に55周年を迎えます。この間、検察審査員として活躍され
たかたは49万人を数え、取り扱った事件は約14万件にも上
り、その議決に基づいて検察官が起訴した事件も約1,200
件におよぶなど、大きな実績を残しています。
検察審査会制度について詳しくお知りになりたいかた

は、下記までお問い合わせください。
【問合先】岐阜検察審査会事務局　 262・5121

7/19～8/31

月 　 　 日

夏休み特別企画
「おもちゃの中の科学」

7/23～25
2泊3日サイエンスキャンプ

8/8～10サイエンスフェア
おもしろ科学館

7/13・7/20～8/24の土日
8/9・10・16を除く夏休み科学研究相談

夏休み中毎日
（10:00～、13:00～、15:00～）サイエンスショー

夏休み中毎日
（11:10～、14:10～、16:10～）スペシャルワークショップ

イ ベ ン ト 名

愛の血液助け合い運動 7月1日～31日
献血は いのち輝く ボランティア
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行
政
相
談
、
人
権
相

談
は
自
宅
で
も
応
じ
て

い
ま
す
。

い
ず
れ
の
相
談
も
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

人権相談 人権擁護委員

行政相談委員 加藤司郎　県町105 387・2793

齋藤好子　中川町20 387・0812

保母勝壽　弥生町30 387・2782

後藤　稔　北及1183 388・1495

杉原貴子　中野256 388・3438

行
政
相
談

人
権
相
談

行政相談



12

19

26

5

11

18

25

4

10

17

24

3

9

16

23

2

13

20

6

14

21

27 28

7

15

22

313029

8

1

17

可燃物（松・下） 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下）
古紙類など
紙製容器包装 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下）
古紙類など
紙製容器包装 可燃物（笠） 可燃物（松・下）

可燃物（笠） 可燃物（松・下） 可燃物（笠）

胃がん・大腸がん・
肺がん検診
8:45～10:30

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00   福祉会館

献血
9:00～10:30  （株）オーツカ
11:00～12:00  中部ロワイヤル
13:00～16:00  ギフメン（株）
親子歯みがき教室
9:30～ 9:40

福祉健康センター
ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30   福祉会館
健康相談
13:30～14:30   福祉会館

胃がん・大腸がん・
肺がん検診
8:45～10:30

福祉健康センター

胃がん・大腸がん・
肺がん検診
8:45～10:30

福祉健康センター
育児・マタニティ
・健康相談
13:30～14:30

下羽栗会館

胃がん・大腸がん・
肺がん検診
8:45～10:30

福祉健康センター
ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30  総合会館

育児・マタニティ相談
10:00～11:30

第一保育所
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

にこにこ教室
9:20～9:30

福祉健康センター
1歳6か月児健康診査
13:30～14:10

福祉健康センター

胃がん・大腸がん・
肺がん検診
8:45～10:30

福祉健康センター

身体障害者相談
10:00～12:00   福祉会館

お誕生教室
13:20～14:00

福祉健康センター

フッ化物塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
乳児健康診査
13:20～14:10

福祉健康センター

プレパマクラブ
18:20～18:30

福祉健康センター
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館
悩みごと相談
13:00～15:00   福祉会館
行政相談
13:00～15:00   福祉会館

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30   福祉会館
健康相談
13:30～14:30   福祉会館

家庭の日 海の日

育児・マタニティ相談
10:00～11:30

第一保育所
心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

フッ化物塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
3歳児健康診査
13:10～13:50

福祉健康センター

フッ化物塗布
9:30～11:00

福祉健康センター
育児・マタニティ
・健康相談
13:30～14:30

福祉健康センター

ふれあいひろば
（機能訓練教室）

13:30～15:30
福祉健康センター

心配ごと相談
13:00～15:00   福祉会館

フッ化物塗布
9:30～11:00

福祉健康センター

日 月 火 水 木 金 土

かさまつホームカレンダーと資源とごみのカレンダーをあわせてご覧ください。

7月
J u l y

今月の納税・納付

固定資産税 2 期分

国民健康保険税 4 期分

介護保険料 4 期分

納期限 7 月31日（木）まで
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次
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
3
人
の

か
た
に
図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

問

歴
史
民
俗
資
料
館
の
夏
休
み
企

画
「
何
世
紀
も
生
き
る
商
品
た

ち
」
は
7
月
1
日
か
ら
8
月
何

日
ま
で
？

応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
問
の

答
え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
7
月
末

日
ま
で
に
秘
書
広
報
課
広
報
ク
イ

ズ
係
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

当
選
者
は
広
報
か
さ
ま
つ
9
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

5
月
号
ク
イ
ズ
の
答
え

5
月
20
日

当
選
者

（
敬
称
略
）

桜
井
顕
輝
、
服
部
綾
子
、
森

敦
史

広
報
ク
イ
ズ

子
ど
も
た
ち
は
、
絵
本
や
紙
芝
居
が
大

好
き
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る
巧
み

な
話
術
で
、
絵
本
の
世
界
に
ど
ん
ど
ん
引

き
込
ま
れ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
。

（
6
月
13
日
松
枝
保
育
所「
お
は
な
し
会
」よ
り
）

表

紙

まちの人口
平成15年6月1日現在

人 口 22,162人
男　　10,678人

女　　11,484人

世帯数

7,446世帯

前月比

（減21）

（減10）

（減11）

（減11）


